















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｃ C＃ ， ， ， ， ， ， 宮 ￣
Ｅ Ｅ Ｆ Ｆ Ｅ Ｅ ， Ｅ 商
Ｇ F＃ Ｇ Ｇ Ｇ F＃ Ｇ Ｇ 角 一一－－
Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 徴 四
Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 羽 五
． c＃ ． ． 。 。 ． 。 文 六
ｅ ｅ ｆ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ 武 七
絃
｢源氏物語』における絃楽器の曲種と調絃について
「松風」巻の和歌贈答に「中の緒」という表現こそ現れないが、
調絃が変っていないことが、二人の仲が変らないことを象徴し
て
い
る
。
思
う
に
、
琴
の
琴
の
調
絃
に
お
い
て
中
の
緒
（
第
四
絃
）
の
音
高
が
変
ら
な
い
こ
と
が
象
徴
的
に
理
解
さ
れ
る
段
階
を
経
て
、
琴
の
琴
の
演奏伝承が途絶えても、中の緒のみならず、調絃そのものが変
らないことが、心変りがしないことの象徴となった。そして、『源
氏物語』「横笛」巻で夕霧が落葉の宮を尋ねる場面（④三五五、
三五九）での用例のように、琴の琴以外の絃楽器でも用いられ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
二
節
「
「
手
」
と
「
曲
」
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
和
琴
は
即
興
演
奏
を
旨
と
す
る
楽
器
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
安
時
代
成
立
の
楽
譜
史
料
が存在するはずもなく、本稿で各楽器に対してこれまで行った
考察を和琴に対して行うことはできない。曲種に関しては、琵
琶
・
箏
の
琴
同
様
、
「
掻
合
」
な
ど
「
手
」
類
の
独
奏
曲
も
あ
り
、
ま
た
合奏に加わっていたことはわかっているが、具体的な内容を考
察
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
調
絃
に
関
し
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
具
体
的
な
考
察
は
で
き
な
い
も
の
の
、
「
源
氏
物
語
」
に
は
、
調
絃
も
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
場
面
が
あ
る
。
第
二
節
で
検
討
し
た
、
源
氏
の
四
十
賀
の
御
遊
の
場
面
の
一ハ と聞
こ
え
か
は
し
た
る
も
似
げ
な
か
ら
ぬ
こ
そ
は
、
身
に
余
り
た
る
あ
り
さ
ま
な
め
れ
・
（松風、②四一四）
和
琴
ここには、太政大臣（往年の頭中将）と衛門督（柏木）親子
が、現代風にいえば和琴の「高低二部合奏」を行っているので
あ
る
。
こ
の
場
面
は
「
返
り
声
」
（
呂
か
ら
律
へ
の
変
化
）
前
の
演
奏
な
ので、調子は呂であろう。試しに双調であると仮定すれば、調
絃はまず和琴の六絃のうちの五本を双調における呂の五音（Ｇ
ＡＢＤＥ）に合わせ、残りの一本をまた主音のＧに合わせたと
も
考
え
ら
れ
る
が
、
配
置
な
ど
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な
い
。
「源氏物語」の本文で和琴の調絃について明白に述べるのは、
和琴の独奏、もしくは歌の伴奏の場合が多い。三種類の調絃が
認められる。
続きである。
しきまで響く。父大臣は、琴の緒もいと綾に張りて、いた
ｌ
膿
ト
ー
１
１
１
－
律
五例帯木（①七八～七九『少女（③三六～一一一七）、
常夏（③一一二九～一一一一一）、横笛（④一一一五一一一
～五四）、蜻蛉（⑥二七二）
あ
づ
ま
二
例
花
散
里
（
②
一
五
四
）
、
真
木
柱
（
③
三
九
二
～
れは、いとわららかに上る音の、なつかしく愛敬づきたる
み
こ
を
、
い
と
か
う
し
も
は
聞
こ
え
ざ
り
し
を
、
と
親
王
た
ち
も
鴬
き
た
まふ。
（若菜上、④五九～六○）
カ
カ
（前略）心にまかせて、ただ掻き合はせたるすが掻きに、
ね
と
と
の
たへ
よ
る
づ
の
物
の
音
調
へ
ら
れ
た
る
は
、
妙
に
お
ｊ
、
し
ろ
く
、
あ
や。
1５ 日本文學誌要第９２号
古
楽
譜
ノ
ー
ト
琵琶◇正
倉
院
文
書
紙
背
琵
琶
譜
、
い
わ
ゆ
る
「
天
平
琵
琶
譜
』
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
の
日
付
の
あ
る
正
倉
院
古
文
書
の
紙
背
に
あ
る
楽
譜
の
断簡。楽譜は六行のみ。短い「緒合」（もしくは「擬合」）と
後世の《黄鐘調二手》に類似する「調」の冒頭部分から成る。
◇
『
琵
琶
諸
調
子
品
」
唐
の
開
成
三
年
（
八
三
八
、
承
和
五
年
）
、
揚
州
平
安
時
代
の
音
楽
に
関
し
て
、
不
明
な
点
も
あ
っ
て
、
類
推
の
域
を
出
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
代
に
成
立
し
た
楽
譜
も
存
在
す
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
い
手
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
注
釈
で
は
、
情
報
源
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
根
拠
も
な
い
珍
説
が
作
り
出
さ
れ
た
中
世
・
近
世
の
古
注
釈
を
無
批
判
に
引
き
継
い
だ
り
、
楽
譜
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
調
査
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
曲
種
な
ど
の
音
楽
用
語
に
つ
い
て
は
、
楽
譜
で
の
表
記
を
採
用
し
、
絃
楽
器
の
調
絃
に
つ
い
て
は
、
調
子
と
調
絃
と
を
混
同
す
る
よ
う
な
記
述
を
極
力
避
け
る
よ
う
、
校
注
を
行
う
方
々
に
切
に
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
「
あ
づ
ま
」
は
ど
ん
な
調
絃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
九三）、
呂
一
例
紅
梅
（
⑤
七
二
にて琵琶博士の廉承武より、承和の遣唐使に加わった准判官
藤原貞敏（八○七～六七）に伝えられた調子（手）の楽譜集。
伝本では、「南宮琵琶譜』に合写されている。次項参照。
◇「南宮琵琶譜」延喜一一一年（九二一）、宇多法皇の勅定により、
南宮貞保親王（八七○～九二四）が敦実親王（八九一一一～九六
七）に「秘手」の伝授を行なった際の伝授譜。写本”①宮内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
旧
蔵
、
通
称
「
伏
見
宮
本
琵
琶
譜
宍
平
安
中
期
二
一世紀頃か）写。②宮内庁書陵部蔵伏見宮旧蔵、通称「院禅
本
」
、
院
禅
に
よ
る
治
暦
五
年
二
○
六
九
）
の
写
本
の
転
写
本
、
南
北朝期写。
◇「源経信筆琵琶譜』詩歌管絃のいずれにおいても著明だった
源経信二○一六～九七）自筆の楽譜集。「手」の類一七種、
唐
楽
曲
一
八
曲
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
◇「三五要録」妙音院藤原師長（一一一一一八～九一一）の撰による、
一
二
巻
か
ら
な
る
楽
譜
集
成
。
平
安
時
代
末
期
に
お
け
る
琵
琶
の
演
奏
伝
承
の
ほ
ぼ
す
べ
て
（
調
絃
法
、
「
手
」
の
類
、
催
馬
楽
、
唐
楽
、
高
麗楽）を記録。今回用いた写本卵宮内庁書陵部蔵、伏見宮家
旧蔵。
筆
の
琴
◇「仁智要録』妙音院藤原師長の撰による、一二巻からなる箏
の楽譜集成。『三五要録』と対をなし、編集方針をほぼ同じ
くする。今回用いた写本卵上野学園大学日本音楽史研究所蔵、
江戸後期書写、平戸藩楽歳堂旧蔵。
琴
の
琴
◇「砺石調幽蘭第五』中国、梁末期の弾琴の名手、丘公（？～
1６
『源氏物語」における絃楽器の曲種と調絃について
五九○）作と伝える「琴譜』を抜書きしたもの。琴曲《幽蘭》
の弾奏法を文章で記す。唐代初期（七～八世紀）の書写本で、
巻
首
の
補
筆
部
分
も
、
唐
代
の
書
写
ら
し
い
。
「
源
氏
物
語
」
関
係
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
末
尾
の
曲
目
一
覧
の
中
に
《
胡
茄調》に加えて、「胡茄五弄」と呼ばれる《登瀧》《望秦》《竹
吟風》《哀松路》《悲漢月》がある。京都の神光院に伝来し、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
研
究
函
山
寺
美
紀
子
『
国
宝
「
砺
石
調
幽
蘭第五」の研究」（北海道大学出版会、二○一二年一一月）。
◇「神奇秘譜』初めて印刷された琴譜で、琴独自の記譜体系「減
字
譜
」
を
用
い
る
。
寧
王
の
朱
権
（
一
三
七
八
～
一
四
四
八
）
編
纂
。
初
版
は
洪
煕
元
年
二
四
二
五
）
刊
と
さ
れ
る
（
嘉
靖
本
序
）
が
、
現
存
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
の
第
二
版
は
嘉
靖
年
間
（
一
五
一
三
～六六）、第三版は万暦年間（一五七一一一～一六二○）に刊行
された。「源氏物語』関係のレパートリーについて述べると、
第一巻「太古神品上巻」には《広陵散》（慢商調）と《小胡茄》
（黄鐘調）があり、第三巻「霞外神品下巻」には《龍朔操》（旧
名《昭君怨琶と《大胡筋》（ともに黄鐘調）がある。影印（上
海
図
書
館
蔵
、
嘉
靖
本
旨
文
化
部
文
学
芸
術
研
究
院
音
楽
研
究
所
・
北京古琴研究会編「琴曲集成」第一冊、中華書局、一九八
年
一
二
月
。
Ｔ注
、－〆
拙
論
「
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
平
安
時
代
の
箏
（
そ
う
の
こ
と
）
ｌ
失
わ
れ
た
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
編
『
日
本
文
学
は
ど
こ
に
行
く
の
か
ｌ
日
本
文
学
研
究
の
可
能
性
‐
生
、
八
一
～一二一頁。二○○八年一一一月）参照。
（
２
）
拙
論
「
雅
楽
古
譜
と
そ
の
解
読
に
お
け
る
諸
問
題
ｌ
主
と
し
て
琵
琶
譜についてｌ」（蒲生郷昭他編『伝承と記録」、一七～四二頁。
岩波書店、一九八八年九月。［岩波講座『日本の音楽・アジア
の音楽』第四巻］）、．Ｒのの口のの日昏の巨臼Ｒの庁昌・ロ・【ロ。斤呂○口
台Ｈ両脇（シの一目］自①のｅｓｐへ』ミロ）四のＲのの①。＆旨の８［①の
。｛ｓ：唇岳（・弓の扉昏８員豆の、．。（上野学園大学日本音楽
史
研
究
所
年
報
『
日
本
音
楽
史
研
究
』
第
八
号
、
巻
末
一
～
四
一
頁
。
二○一二年九月）参照。
（
３
）
琵
琶
秘
曲
と
そ
の
復
元
試
演
に
つ
い
て
は
、
拙
論
。
秘
曲
尽
く
し
」
再現ｌ「文机談」に見える秘曲を聴くｌ」（磯水絵編『今日
は一日、方丈記」、二○六～二一一頁。新典社、二○一一一一年一
○
月
。
付
録
「
秘
曲
尽
く
し
」
再
現
演
奏
Ｃ
Ｄ
）
参
照
。
（４）《上原石上流泉》に関わる音楽説話の出所がまさに『源氏物語」
の
こ
の
記
述
に
あ
る
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
たいと思う。
（
５
）
注
（
１
）
の
拙
論
に
加
え
て
、
拙
論
「
ヨ
源
氏
物
語
』
の
音
楽
を
読
む
ｌ現実と虚構、準拠と創作ｌ」（芳賀徹企画・総監修、伊井
春樹監修「源氏物語国際フォーラム集成』、一七二～八○頁。
二○○九年一一一月）も参照。
（
６
）
ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー
、
天
野
紀
代
子
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｇ
・
ネ
ル
ソン、阿部真弓コシンポジウム）『源氏物語」の魅力」（『日
本文学誌要」第七七号、二～一一一一一一頁。二○八年一一一月）、特に
一一一二頁参照。
（７）例えば、光源氏が「明石」巻で弾く「広陵」（②二四○）は
1７ 日本文學誌要第９２号
（９） 〆－，８
、－〆
琴
曲
《
広
陵
散
》
の
略
称
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
若
菜
下
」
巻
の
女
楽
第一絃を，（壱越）としてみることにした。あくまでも「理
の場面で女三宮が弾く曲名や演奏手法については諸説があっ
論上の可能性」を考慮した仮定である。なお、こうすること
：
卜
て、小学館新編日本古典文学全集（④二○一）が「琴は、五
によって、日本の唐楽で用いられる調子の主音（ＤＥＧＡＢ）
か側口調剣、あまたの手の輔に、心とどめてかならず弾きたま
の
す
べ
て
が
、
琴
の
琴
の
基
本
調
絃
に
揃
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
は
ち
ふべき。利口掴を、いとおもしろくすまして弾きたまふ」と
だ
か
ら
こ
そ
源
氏
が
琴
の
琴
の
音
を
、
音
を
整
え
る
基
準
と
す
べ
き
だ
：
‐
ド
ド
ー
ー
Ｉ
す
る
本
文
を
、
「
琴
は
、
胡
歌
の
調
べ
、
あ
ま
た
の
手
の
中
に
、
心
と
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
想
像
を
暹
し
く
す
る
。
ば
ら
どめてかならず弾きたまふべき刊１司例濁刺を、いとおもし
ろ
く
澄
ま
し
て
弾
き
た
ま
ふ
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
上
原
作
付
記
“
本
稿
は
］
昭
の
科
学
研
究
費
図
＆
『
二
届
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
「
琵
琶
古
楽
和の考証による説に、ほぼ従いたい（「はら」は「はつらつ」
譜の独奏曲Ｉ失われた演奏伝承の「再生」にむけてｌ」の研
の「っ」の無表記）・上原作和「『源氏物語」の械餓批判ｌ
究
成
果
を
一
部
含
む
。
テ
ク
ス
ト
河内本本文の二日楽描写をめぐって」（『国文学解釈と鑑賞』七
七
ノ
ー
、
一
○
六
～
一
四
頁
。
特
集
・
文
と
文
章
の
諸
相
。
二
○
○
六
（の肴ご§Ｏ・豈回ｎｍ○三・本学教授）
年
一
月
）
参
照
。
た
だ
し
、
琴
の
演
奏
手
法
の
「
は
つ
ら
つ
」
に
関
し
て
は
、
《
幽
蘭
》
譜
で
用
い
ら
れ
る
「
発
刺
」
と
い
う
表
記
が
、
後
世
の譜で用いられる「溌刺」よりも適切かもしれない。《幽蘭》
譜
に
お
け
る
「
発
刺
」
の
用
例
は
、
山
寺
美
紀
子
の
翻
刻
で
は
四
二
頁の二行目（文［六］の発刺）、七行目（羽［五］の発刺）、
および二○行目（徴［四］の発刺）に、合計三例が見られる（山
寺
美
紀
子
『
国
宝
『
砺
石
調
幽
蘭
第
五
』
の
研
究
」
、
北
海
道
大
学
出
版会、’’○一二年一一月。翻刻は四二一一一～一一一五頁）。
矢
島
玄
亮
「
日
本
国
見
在
書
目
録
ｌ
集
証
と
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
琴
の
琴
の
調
絃
を
問
題
に
す
る
場
合
、
第
一
絃
を
Ｃ
と
す
る
の
が
現
在
の
慣
例
だ
が
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
「
若
菜
下
」
巻
の
女
楽
に
描
か
れ
て
い
る
「
壱
越
調
」
に
よ
る
合
奏
に
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
’
九
八
四
年
九
月
）
五
○
～
五
一
頁
参
照
。
1８
